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鶴
岡
市
長

市
民
の
皆
様
へ

皆川市政 第２期始動

　

平
成
26
年
に
故
郷
・
鶴
岡
に
家
族
４
人
で

Ｕ
タ
ー
ン
し
、
７
年
が
経
ち
ま
し
た
。
地
吹

雪
の
中
、
歩
い
て
小
学
校
に
通
っ
た
少
年
時

代
。
前
が
見
え
ず
立
ち
往
生
し
て
い
る
と
、

通
り
掛
か
り
の
車
が
乗
せ
て
く
れ
た
懐
か
し

い
思
い
出
。
故
郷
に
、
地
域
の
皆
様
に
育
て

て
い
た
だ
い
た
、
そ
の
感
謝
が
鶴
岡
の
発
展

の
た
め
に
働
き
た
い
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

全
国
最
多
の
３
つ
の
日
本
遺
産
を
誇
る
私

た
ち
の
城
下
街
は
、
山
か
ら
海
ま
で
多
様
な

自
然
環
境
、
歴
史
、
文
化
に
恵
ま
れ
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
あ
つ
き
民
情
が
今
も
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
10
月
に
鶴
岡
市

長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
引
き
継
い
だ
様
々

な
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、
新
た
な
総
合
計
画

の
策
定
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
に
全
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
と
、
一
層
厳
し
く

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
財
政
運
営
を
両
立

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
市
政
の
運
営
、
更

に
は
山
形
県
沖
地
震
や
令
和
２
年
７
月
豪
雨
、

令
和
２
年
12
月
の
豚
熱
の
発
生
、
そ
し
て
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
と
、
市
民
の
命
に

直
結
す
る
事
案
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

２
期
目
の
市
政
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
、
創
造
と
伝
統
が
息
づ
く
私
た
ち

の
街
を
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
本
当
に
幸
せ

だ
と
思
え
る
街
に
す
る
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
、
地
方
創
生
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
す

る
取
り
組
み
を
更
に
前
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
国
家
公
務
員
と
し
て
、
長
く
不
偏

不
党
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
住
民
に
最

も
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
市
町
村
行

政
に
お
い
て
、
特
定
の
政
党
に
依
拠
し
て
政

策
を
立
案
し
、
実
行
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
様
々
な
思
想
・
信
条
を
持
つ

市
民
が
お
ら
れ
る
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
、
教

育
、
医
療
、
福
祉
、
観
光
、
農
業
な
ど
、
市

が
提
供
す
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
、
国
政
の
よ

う
な
党
派
の
争
い
を
持
ち
込
む
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
私
の
政
策
、
考
え
方

を
丁
寧
に
説
明
し
、
賛
同
い
た
だ
け
る
方
々

の
支
援
を
募
り
、多
様
性
が
発
揮
さ
れ
る「
市

民
党
」
の
市
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き
市

民
目
線
で
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
様
が
抱
え

る
課
題
、
困
難
に
寄
り
添
っ
て
仕
事
を
進
め

て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
仕
事
を
進
め
て
い
こ
う
、

と
い
う
こ
と
も
申
し
上
げ
ま
し
た
。
気
軽
に

映
画
が
楽
し
め
る
ま
ち
キ
ネ
が
再
開
す
る
、

県
内
最
大
級
の
屋
内
多
目
的
運
動
場
「
だ
だ

ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ
」
も
完
成
を
迎
え
ま
す
。
魅

力
的
で
多
様
な
雇
用
の
場
を
創
造
す
る
観
点

か
ら
新
た
な
産
業
用
地
の
開
発
に
も
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
役
所
、
荘
内

病
院
で
は
、
市
民
に
奉
仕
す
る
と
い
う
原
点

に
立
ち
返
り
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
よ
く
聴

い
て
事
務
事
業
の
企
画
・
立
案
、
実
行
に
当

た
る
こ
と
、
窓
口
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う
姿
勢
で
、
更

に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
対
話
と
協
働
の
市
政

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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11月11日～17日は「税を考える週間」です！ 

暮らしを支える税
   ■問本所課税課☎35-1176または本所納税課☎35-1182へ

　市税は、安全・安心な生活の維持、健康・福祉の充実、
道路等の社会基盤の整備、教育・産業の振興等、皆さん
の「健康で豊かな生活」を実現するための、身近な行政
サービス・施策の重要な財源になっています。
　市税には、右の図のように税目ごとに使い道が特定さ
れている目的税と、特定されていない普通税があります。

◆市税のあらまし
市民税（個人・法人）
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税市税
入湯税
都市計画税
国民健康保険税

普通税

目的税

 納税で 支える社会 つなぐ未来令和３年度
納税標語最優秀作品

　納付期限までに納めない場合、
税金に延滞金が加算されます。
　今年１月１日～12月31日の
延滞金は、納付期限の翌日から
１か月を経過する日までが年
2.5％、それ以後が年8.8％の割
合で、納付日までの日数に応じ
て計算されます。これ以前の延

滞金の割合を知りたい場合はお
問い合わせください。
　また、督促状を発した日から
10日を経過しても完納されな
い場合、滞納した方の不動産や
動産（家財等）、預貯金等の財
産の差押えや公売を行うことが
あります。

◆延滞金と滞納処分
■問納税課納税係

　災害に遭った方、失業や病気等で収
入が減り生活に困っている方等が、状
況に応じて納税の猶予を受けたり、税
金を分割で納めたりできる制度があり

ます。適用には要件
があるので、ご相談
ください。

■問納税課納税係
◆納税の猶予等

◆納付方法
■問①～⑥納税課収納管理係、⑦課税課市民税係・諸税係

①口座振替
　預貯金口座から、納期ごと自動的に振替納付す
る方法です。希望する方は納付書と通帳、通帳印
をお持ちの上、金融機関窓口でお申し込みくださ
い。忙しくて納付に行く時間がない方や納め忘れ
が心配な方には、口座振替をお勧めします。
②窓口での納付
　鶴岡市内に支店等がある金融機関（東北地方の
ゆうちょ銀行〈郵便局〉を含む）や本所納税課、
各地域庁舎市民福祉課の窓口で納付する方法です。
納付の際は納付書を忘れずにお持ちください。
③ゆうちょ銀行（郵便局）からの払込み
　郵便局専用の払込用紙に住所・氏名・収納番号

（通知書番号）・税目・納期・金額を記入の上、郵
便局から払い込みください（全国の郵便局で払込
み可）。払込用紙は本所納税課にあります。
④コンビニエンスストア等での納付
　提携している全国のコンビニ等（納付書裏面に
記載）で納付する方法です。市役所の閉庁日や金

融機関等の営業時間外でも納付できます。
　納付できる税目は、市・県民税（普通徴収分）、
固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税です。
⑤eLTAX（エルタックス）での電子納税
　対象は個人市民税の特別徴収と法人市民税です。
エルタックスHPから利用の手続きをお願いします。
⑥�スマートフォンアプリ決済での納付

（PayPay、LINE Pay）
　対象は個人市民税、固定資産税、軽自
動車税、国民健康保険税で納付書にバー
コードが印字されているものです。バー
コードをスマートフォンで直接読み取ってご利用く
ださい。なお、コンビニ店頭レジでのアプリ決済は
できません。
⑦年金からの差引き（年金特徴）
　その年の４月１日に65歳以上で年金受給額が年
額18万円以上の方は、条件によって、個人市民税
と国民健康保険税が年金から差し引かれる場合があ
ります。
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

市
政

荘
内
看
護
専
門
学
校�

看
護
学
生
募
集
（
一
般
入
試
）

■対
高
校
を
卒
業
し
た
方
及
び
来
年
３
月
に
高

校
卒
業
見
込
み
の
方
、
高
校
卒
業
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
20
人

（
推
薦
入
学
者
若
干
名
を
含
む
）　

■
修
業
年

数　

３
年
（
昼
間
）　

■
願
書
受
付　

12
月

13
日
○月
～
来
年
１
月
５
日
○水
午
前
９
時
～
午

後
５
時（
年
末
年
始
を
除
く
。
５
日
○水
必
着
）　

■
試
験
日
時
・
科
目　

１
日
目
…
１
月
21
日

○金
午
前
９
時
（
国
語
〈
古
典
を
除
く
〉、
数

学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
）　

２
日
目
…
22
日
○土

午
前
９
時
（
小
論
文
、
面
接
）　

■
試
験
会

場
・
■申
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

福
祉
・
年
金

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱

の
お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
13
民
生
区
（
湯
野
浜
地
区
）
…
工
藤
信

一
（
湯
野
浜
４
町
内
）　

▽
藤
島
地
区
（
長

沼
地
区
）
…
石
川
亮
（
宮
東
・
下
通
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
向
け
て
　

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

▼
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
は
　
今
年

11月は「ねんきん月間」、11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！ 

知っておきたい国民年金のこと
■問鶴岡年金事務所☎23‐5040、本所国保年金課☎35‐1294または各地域庁舎市民福祉課へ

◆国民年金にはこんな給付があります
▷老齢基礎年金　保険料を納めた期間等の受給資格
期間が10年（120月）以上ある方が、原則として65
歳から受け取る年金
▷障害基礎年金　病気やけがで体に障害が残った場
合、一定の支給要件を満たす方が受け取る年金

▷遺族基礎年金　国民年金の被保険者が亡くなった
とき、その方によって生計を維持されていた「子の
ある配偶者」または「子」で、一定の支給要件を満た
す方が受け取る年金
▷その他の国民年金独自給付　寡婦年金、死亡一時
金、短期在留外国人の脱退一時金　等

◆平日相談　月曜～金曜日午前８時30分～午後５時15分（月曜日は午後７時まで）※原則予約制です。
◆休日相談　毎月第２土曜日午前９時30分～午後４時　※完全予約制です。
◆持ち物　年金手帳、身分証明書、本人以外の場合は委任状と代理人の身分証明書

鶴岡年金事務所年金相談

◆保険料の納付方法　
　第１号被保険者には、日本年金機構から納付書が
送付されます。口座振替やクレジットカード納付、
前納制度を利用すると納め忘れがなく便利です
◆前納制度の例（申込み期限あり）
◇�現金で１年分を一括で納付…3,540円割引（クレ

ジットカード納付も同額割引）
◇口座振替で１年分を一括で納付…4,180円割引
◆保険料の納付が困難な方は
　納付が免除または猶予される制度もあります

◆国民年金制度とは　
　老後の生活や障害を負ったときなどに備え、国の
負担と加入者が納めた保険料によって、国民全体で
お互いを支え合う国の制度です
◆加入対象者
　国内に住所がある20歳以上
　60歳未満の全ての方
◆保険料　
　月額１万6,610円（令和３年度）

年金手帳と本人確認書類（免許証等）をお持ちください◆こんなときは届出が必要です
被保険者区分 こんなとき 届出先

第１号被保険者…自営業者、農業・
漁業従事者、学生、無職の方等

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第２号被保険者…会社員、公務員
等（厚生年金加入者）

退職したとき 市役所
退職して配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第３号被保険者…第２号被保険者
の扶養となっている配偶者

▷配偶者が退職したとき　▷配偶者の扶養から外れたと
き　▷離婚したとき　▷配偶者が65歳になったとき 市役所

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先



7 広報つるおか　2021 . 11 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
（
過
去
の
保

険
料
や
、
同
一
生
計
家
族
の
保
険
料
を
納
め

た
場
合
も
同
様
）。
領
収
証
書
や
日
本
年
金

機
構
で
発
行
す
る
控
除
証
明
書
を
ご
準
備
く

だ
さ
い（
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。

▼
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
に
つ
い
て
　
11
月
上
旬
に
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

10
月
以
降
に
納
付
し
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

申
告
等
の
際
、
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
（
10
月
以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を

納
付
し
た
方
の
証
明
書
は
、
来
年
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

児
童
に
関
す
る�

各
種
手
当
の
お
知
ら
せ

▼
児
童
手
当
　
■対
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方　

■
支
給
月
額　

▽
０

歳
～
２
歳
…
１
万
５
、
０
０
０
円　

▽
３
歳

～
小
学
校
修
了
前
（
第
１
子
・
２
子
）
…
１

万
円　

▽
同
（
第
３
子
以
降
）
…
１
万
５
、

０
０
０
円　

▽
中
学
生
…
１
万
円　

▽
所
得

が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
…
５
、
０
０
０
円　

■
支
給
日　

６
月
・
10
月
・
２
月
の
15
日

■
支
給
期
間　

児
童
が
15
歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で

▼
児
童
扶
養
手
当
　
■対
離
婚
等
で
ひ
と
り
親

建設工事、測量・コンサルタント等、物品及び役務

市外業者の入札参加資格審査申請
■申本所契約管財課☎35‐1154

　市外業者（令和４年度～６年度）の入札参加資格
審査申請を次のとおり受け付けます。
■申請期間
　12月１日○水 ～来年１月31日○月 （31日○月 必着）
■申請方法
　申請書を同課へ郵送で提出してください
※詳細は市HP「業者登録」をご覧ください。
※�受付期間が終了しても随時申請できますが、受付

期間中でなければ来年４月１日からの登録とはな
りません。

※�市内業者（市内に本社・本店または委任先を有す
る業者）は令和５年３月31日までの登録となっ
ているため、今回の更新申請は不要です。来年
12月頃から受け付ける予定です。

※�問合せの際は、建設工事、測量・コンサルタント等、
物品及び役務のいずれの登録かお伝えください。

新型コロナウイルス感染症対策・支援情報
10月までの「小規模事業者経営継続支援金」の交付を受けた方も申請できます

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、売上が
減少し経営が厳しい状況にある小規模事業者等に対
して、経営継続のための支援金を交付します。
■対象　次の全てに該当する事業者
　　　　①�市内に事業所を有する小規模事業者また

は個人事業主
　　　　②�今年７月～９月のいずれかの月の事業収

入が前年または前々年の同月と比較して
30％以上減少している

　　　　③�前年または前々年の７月～９月のいずれ
かの月の事業収入が10万円以上ある

■支援金額　交付対象③の事業収入が
　　　　　　・20万円未満の場合は10万円
　　　　　　・20万円以上の場合は20万円
■申請期間　�来年１月31日○月 まで（締切日当日消

印有効）
　　　　　　※�原則、郵送での提出をお願いします。
　　　　　　※�詳しくは市HPをご覧ください。　
■問合せ　�小規模事業者経営継続支援事務室☎☎29‐

2715（午前９時30分～午後４時30分）

第３回小規模事業者経営継続支援金　　　

返済期間や据置期間を延長する場合に利子を助成します

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者
への支援に関する市制度融資（長期安定資金Ⅱ２号）
を利用した事業者の内、返済が困難な事業者が、制
度の範囲内において返済期間（上限10年）や据置

期間（上限２年）を延長する場合に、増加する借入
利子を市が負担します。
■申込み　各借入れ金融機関
■問合せ　�本所商工課☎35‐1299

長期安定資金Ⅱ２号の条件変更に対する支援
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に
な
っ
た
場
合
や
、
児
童
の
父
ま
た
は
母
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
等
で
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
（
受
給
者
等
の
所
得
が
一
定
額

を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）　

■

支
給
月
額（
受
給
者
等
の
所
得
で
異
な
り
ま

す
）　

▽
第
１
子
…
４
万
３
、
１
６
０
円
～

１
万
１
８
０
円　

▽
第
２
子
…
１
万
１
９
０

円
～
５
、
１
０
０
円　

▽
第
３
子
以
降
…
６
、

１
1
０
円
～
３
、
０
６
０
円　

■
支
給
日　

奇
数
月
の
11
日　

■
支
給
期
間　

児
童
が
18

歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
（
障
害
児
は
20
歳

に
達
し
た
月
ま
で
）

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
■対
身
体
や
精
神
に

重
度
～
中
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
を
在
宅
で

養
育
し
て
い
る
方
（
受
給
者
等
の
所
得
が
一

定
額
を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）　

■
支
給
月
額　

▽
１
級
障
害
…
５
万
２
、
５

０
０
円　

▽
２
級
障
害
…
３
万
４
、
９
７
０

円　

■
支
給
日　

４
月
・
８
月
・
11
月
の
11

日　

■
支
給
期
間　

児
童
が
20
歳
に
達
し
た

月
ま
で

▼
共
通
　
■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
35
‐
１

２
９
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

「
１
８
９
『だ
れ
か
』じ
ゃ
な
く
て
『あ
な
た
』か
ら
」 

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問

題
で
す
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ

る
子
供
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
育
て
に
悩

む
保
護
者
を
支
援
す
る
大
き
な
一
歩
に
な
り

ま
す
。「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
者
や
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
連
絡
先　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ

イ
ヤ
ル
☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）　

■問
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

税
・
生
活
・
そ
の
他

今
年
も
や
り
ま
し
ょ
う�

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

　

鶴
岡
市
は
地
球
温
暖
化
対
策
、
省
エ
ネ
、

エ
コ
で
賢
い
選
択
「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
」
に

賛
同
し
て
い
ま
す
。

　

過
度
な
暖
房
に
頼
ら
ず
、
冬
を
快
適
に
過

ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
（
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
）

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
電
力
に
よ

る
冷
暖
房
の
省
エ
ネ
効
果
は
、
夏
よ
り
も
冬

の
方
が
大
き
く
、
効
果
的
に
電
気
代
を
節
約

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
環
境
省
で
は
、
今
年
か
ら
実
施
期
間

を
定
め
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ 
個
人
の
市
・
県

民
税
は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

個
人
の
市･

県
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
事

業
主
が
従
業
員
に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
市

･

県
民
税
を
差
し
引
き
、
従
業
員
に
代
わ
っ

て
、
各
従
業
員
の
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地

で
あ
る
市
町
村
に
毎
月
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
所
得
税
を

源
泉
徴
収
す
る
義
務
が
あ
る
事
業
主
に
は
、

原
則
と
し
て
従
業
員
の
市
・
県
民
税
を
特
別

徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
退
職
し
た
」

「
不
定
期
雇
用
で
あ
る
」
と
い
っ
た
特
段
の

理
由
が
な
い
限
り
、
事
業
主
や
従
業
員
の
希

望
で
普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト　

従
業
員
は
金
融

機
関
に
出
向
い
て
納
め
る
手
間
が
な
く
な
り
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

普
通
徴
収
の
納
期
は
年
４
回
で
す
が
、
特
別

徴
収
の
納
期
は
年
12
回
な
の
で
、
従
業
員
の

１
回
当
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

▼
納
期
の
特
例
　
従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
等
は
、
申
請
に
よ
っ
て
、
納
期
を

年
２
回
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
６
３

11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

　

燃
費
が
良
く
な
り
、
地
球
環
境
に
も
優
し

い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
や
車
間
距
離
の

保
持
は
安
心
・
安
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

11
月
１
日
～
10
日
は�

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に
道

路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の

多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
出
掛
け
る
場
合
は
、
明
る
い
服

装
で
ピ
カ
ピ
カ
光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
着

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者
も
高
齢
者
を

見
掛
け
た
ら
思
い
や
り
運
転
を
心
掛
け
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

美
原
住
宅

１
階
・
３
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

２
階
・
３
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅

木
造
平
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

２

羽黒
荒
川
住
宅

木
造
平
屋
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

来
年
１
月
中
旬
以
降　

■申
11

月
１
日
○月
～
19
日
○金
に
本
所
建
築
課
☎
35
‐

１
４
２
８
ま
た
は
藤
島
・
羽
黒
・
朝
日
庁
舎

産
業
建
設
課
へ

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
位
置
情
報
を
有
効
に
！

　

昨
年
、
消
防
本
部
管
内
（
本
市
・
三
川
町
）

の
１
１
９
番
通
報
は
７
、
３
１
７
件
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
の
通
報
は
約
40
％
を

占
め
年
々
増
加
傾
向
で
す
。
端
末
の
位
置
情

報
機
能
を
有
効
に
す
る
こ
と
で
場
所
が
特
定

し
や
す
く
、
迅
速
な
出
動
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
か
ら
聴
覚
障
害
者
向
け
の

「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
の
１
１
９
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

番
通
報
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

■問
消
防
署
通
信
指
令
課
☎
22
‐
８
３
２
１　

■他
市
HP

「
お
う
ち
時
間 

家
族
で
点
検 

火
の
始
末
」�

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
○火
か
ら
15
日
○月
ま
で
の
１
週
間
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
時
期
、
暖
房
器
具
な
ど
火
を
取
り
扱

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

火
災
予
防
を
心
掛
け
、
安
全
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

11
月
12
日
～
25
日
は�

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
人

で
は
気
付
か
な
か
っ
た
解
決
方
法
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽
Ｄ
Ｖ
ナ
ビ
☎
♯
８
０
０
８　

▽
Ｄ
Ｖ
相
談

＋プ
ラ
ス☎

０
１
２
０
︲
２
７
９
︲
８
８
９

　

期
間
中
、
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
で
運
動
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
に
ち
な
み

パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４

火
災
か
ら
命
を
守
る 

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
全

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
防
本
部
管
内

（
本
市
・
三
川
町
）
の
今
年
６
月
１
日
現
在

の
推
計
設
置
率
は
81
％
で
す
。
ま
だ
設
置
し

て
い
な
い
家
庭
は
、
早
急
に
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
点
検
・
更
新
を
お
願
い
し
ま
す　

住
宅
用

火
災
警
報
器
は
、
古
く
な
る
と
電
池
切
れ
や

電
子
部
品
の
劣
化
等
で
適
切
に
作
動
し
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
点
検
し
、

10
年
を
目
安
に
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
設
置
場
所
　
全
て
の
寝
室
（
２
階
に
寝
室

が
あ
る
場
合
は
階
段
の
上
部
に
も
設
置
が
必

要
）。
台
所
へ
の
設
置
は
任
意
で
す
。　

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

狩
猟
期
間
中
の
銃
猟
自
粛
区

域
に
つ
い
て

　

集
落
や
工
業
団
地
が
近
接
し
て
い
る
区
域

で
の
銃
に
よ
る
狩
猟
は
大
変
危
険
で
す
。
近

隣
住
民
等
、
往
来
者
の
人
身
事
故
防
止
の
た

め
、
次
の
河
川
等
の
周
辺
で
は
銃
を
使
っ
た

狩
猟
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
発
砲
音
・
空
薬
き
ょ
う
等
で
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
、
狩
猟
者
は
法
令
と
マ
ナ

ー
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

■場
▽
内
川
…
寿
集
落
南
端
か
ら
庄
内
南
工
業

団
地
村
東
橋
ま
で
の
区
間　

▽
大
山
川
…
中

柳
原
集
落
今
世
橋
周
辺
、
石
山
・
楯
川
原
集

落
津
利
橋
周
辺　

▽
京
田
川
…
長
沼
十
文
字

集
落
周
辺　

▽
羽
黒
地
域
…
高
寺
周
辺
用
排

水
路　

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
７

け
が
を
し
た
野
生
の
鳥
獣
な

ど
を
見
付
け
た
ら

　

野
生
の
鳥
獣
は
、
様
々
な
病
原
菌
を
持
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
触

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
負
傷
・
衰
弱
し
た
野

生
鳥
獣
は
、
弱
っ
て
い
て
も
自
然
に
回
復
す

る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

重
症
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
本
所
農
山
漁

村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８
、
各
地
域
庁
舎

産
業
建
設
課
ま
た
は
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
の
た
め
　�

施
設
利
用
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

市
内
畜
産
農
家
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
の
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合
、
次
の

い
ず
れ
か
の
施
設
を
防
疫
対
策
の
た
め
の
現

場
事
務
所
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、

安
全
確
保
の
た
め
通
常
の
施
設
利
用
を
休
止

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
対
象
施
設
　
藤
島
体
育
館
、
羽
黒
体
育
館
、

櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
櫛
引
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー　

■

期
間
　
防
疫
対
策
開
始
か
ら
５
日
間
程
度　

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
７

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
が
あ
り
、
登

録
の
有
効
期
限
が
来
年
３
月
31
日
と
な
っ
て

い
る
責
任
技
術
者
は
、
登
録
更
新
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

■
更
新
申
請　

11
月
１
日
○月
～
30
日
○火
に
上

下
水
道
部
水
道
課
☎
23
‐
７
７
３
２
へ

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
　

■内
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ル
ー
ン
投
光
器
ほ
か

防
災
備
品
の
整
備
（
宮
名
自
主
防

災
会
）　
■問
本
所
防
災
安
全
課
☎

35
‐
１
２
０
４

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
　

■内
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
ほ
か
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
用
備
品
の
整
備
（
大

西
町
町
内
会
）　

■問
本
所
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
35
‐
１
２
０
３

▼
同　

■内
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
ほ
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
用
備
品
の
整

備
（
槙
代
自
治
会
）　

■問
温
海
庁

舎
総
務
企
画
課
☎
43
‐
４
６
１
１

令和４年鶴岡市成人式の延期について
■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4866

　令和４年鶴岡市成人式（平成13年４月２日～14年
４月１日生まれの方が対象）については、来年１月
９日に開催を予定していましたが、新型コロナウイ
ルス感染症が完全に収束していない中、今後「第６
波」が懸念される時期と重なることや、近隣自治体
において成人式が要因となったクラスターが発生し
たことなども踏まえ、感染防止の観点から延期する
こととしました。
　開催の時期は、より安全に開催できるよう感染防
止対策の検討と併せ、令和４年秋以降で調整を進め
ており、決まり次第市HP等でお知らせします。


